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上
記
の
三
末
司
教
様
の
お
手

紙
に
あ
る
よ
う
に
、
十
一
月

二
十
三
日
に
「
二
〇
一
〇
広
島

教
区
代
表
者
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
午
前
中

の
全
体
会
に
お
い
て
、「
平
和
」

「
き
ょ
う
ど
う
」「
養
成
」「
在

住
外
国
人
」
の
四
つ
の
推
進

チ
ー
ム
（
教
区
レ
ベ
ル
・
地
区

レ
ベ
ル
）
か
ら
の
報
告
と
「
代

表
者
会
議
」
に
向
け
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
報
告
が
行
わ
れ
、
こ

の
五
年
間
の
評
価
と
現
状
を
確

認
し
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
Ａ
．
小
教
区

の
中
の
「
き
ょ
う
ど
う
」、
Ｂ
．

小
教
区
を
超
え
た
「
き
ょ
う
ど

う
」、
Ｃ
．
社
会
と
の
「
き
ょ

う
ど
う
」、
Ｄ
．
在
住
外
国
人

と
の
「
き
ょ
う
ど
う
」
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
①
信
徒
同
士
の

「
き
ょ
う
ど
う
」
②
信
徒
・
修

道
者
・
司
祭
の
「
き
ょ
う
ど
う
」

③
司
祭
同
士
の「
き
ょ
う
ど
う
」

の
視
点
か
ら
も
出
席
者
が
意
見

を
交
換
し
、
こ
れ
か
ら
広
島
教

区
が
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

す
る
予
定
で
す
。

　

代
表
者
会
議
の
出
席
者
は
、

各
地
区
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
広

島
教
区
に
お
け
る
福
音
宣
教
活

動
の
推
進
が
、
各
地
区
の
活
性

化
に
か
か
っ
て
お
り
、
各
地
区

独
自
の
取
り
組
み
に
沿
っ
て
将

来
を
担
う
方
々
を
選
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
司
祭
の
出
席
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
司
祭
評
議
会
を

中
心
と
し
て
、
出
席
希
望
者
を

募
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
区
代
表
者
会
議
に
お
い
て

話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
会
議

後
に
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
、

教
区
推
進
チ
ー
ム
を
中
心
に
ま

と
め
て
整
理
し
、
評
価
分
析
し

て
、
最
終
的
な
ま
と
め
が
で
き

次
第
、
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
様
の
お
祈
り
と
ご
協
力

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
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†キリストの平和

　１１月２３日 ( 火・祝 ) に、「２０１０広島教区代表者会議」を開催致します。
　２００２年に、ヨハネ・パウロ二世の呼びかけ（使徒的書簡「新千年期の
初めに」）に応えて、「広島教区大会（沖に漕ぎ出せ～輪を拡げていく共同体
～）」を開催しました。そして、２００５年には「広島教区代表者会議」を行い、
２００６年４月に「宣教司牧に関する司教宣言『平和の使徒となろう』」を発
表しました。
　前回の代表者会議から５年が経過しようとしている今、その歩みを振り返っ
て分析し評価するとともに、現状を確認また共有し、これからの広島教区の福
音宣教活動の方向性を見直し、展望を開くために「２０１０広島教区代表者会議」
を準備しています。
　テーマは「きょうどう　～今、神さまの呼びかけにこたえて～」に決まりました。
　お互いの立場を超えてきょうどう（共同・協同・協働）し、イキイキとした信仰共同体を作っ
て行く必要があることの想いが込められています。
　この教区代表者会議で話される課題は、私たちのさまざまな活動、取り組みの中で優先的に取
り組むべきことであり、これからの広島教区が進むべき方向性について皆さんで共有し、可視化
していくことが期待されています。
　広島教区民の皆さまは、どんなにささいなことでもご自分にできることを探し、それを神から
の呼びかけとして受けとめ、実践していただければ幸いに思います。
　今日１０月２４日は「世界宣教の日」です。
　代表者会議まで、ちょうど一ヶ月にあたるこの日のミサの中で、また、これからも色々な機会に、
広島教区民が心をひとつにして『２０１０広島教区代表者会議』が聖霊の力強い導きに満たされ、
豊かな実を結ぶことができるよう祈りましょう。

聖霊の交わりの中で、アーメン。

２０１０年１０月２４日「世界宣教の日」
広島教区長　ヨゼフ三末篤實　司教

11 月 23 日に『2010 広島教区代表者会議』を開催します

2010 広島教区代表者会議 開催決定                                              

テーマは「きょうどう　～今、神さまの呼びかけにこたえて～」
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二
〇
一
〇
平
和
行
事

　
　
　

八
月
五
日
（
木
）・
六
日
（
金
）・ 

九
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
塚　

侾
司　

神
父

　

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区

「
二
〇
一
〇
平
和
行
事
」
は
二

つ
の
ね
ら
い
を
も
っ
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
核
廃
絶
」、
も
う

一
つ
は
「『
韓
国
併
合
』
百
年
」

で
し
た
。

一
、
核
廃
絶
を
め
ざ
し
て

　

平
和
行
事
の
テ
ー
マ
と
し
て

「
Ｙ
ｅ
ｓ
！
核
廃
絶
に
向
け
て

勇
気
あ
る
一
歩
を
！
」
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

二
月
に
広
島
教
区
三
末
司
教

は
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
の
司
教
と
し
て
長
崎
教
区

髙
見
大
司
教
と
連
名
で
、
核
拡

散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
を
前
に
、
米
国
大
統
領

と
日
本
政
府
、
お
よ
び
各
国
首

脳
へ
あ
て
て
「
核
兵
器
廃
絶
へ

向
け
て
勇
気
あ
る
一
歩
を
」
と

題
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
の
意
図
を
受
け
て

今
年
の
平
和
行
事
の
テ
ー
マ
が

決
め
ら
れ
、
二
つ
の
企
画
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
平
和
行
事
の
テ
ー

マ
と
同
じ
テ
ー
マ
で
開
か
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
人
類

の
未
来
に
よ
い
実
り
を
も
た
ら

す
よ
う
に
精
力
的
に
活
動
さ
れ

た
三
人
の
方
を
講
師
と
し
て
招

き
ま
し
た
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
に
広
島
訪
問

を
求
め
て
千
羽
鶴
を
ワ
シ
ン
ト

ン
に
運
ん
だ
「
中
高
生
ノ
ー

ニ
ュ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広

島
」
の
金
森
雄
司
さ
ん
（
広
島

学
院
高
校
生
）。
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す
「
平
和
市
長
会
議
」
が
作
成

し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
」
が
実
現
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
む
「
Ｙ
ｅ
ｓ
！
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
通
し
て
活
動
さ
れ

た
被
爆
者
の
田
中
稔
子
さ
ん
と

磯
博
夫
さ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
体
験
を

熱
く
語
っ
て
も
ら
い
、
核
廃
絶

へ
の
道
筋
と
こ
れ
か
ら
の
活

動
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
案
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
髙
見
大
司
教
と

ド
ク
タ
ー
・
コ
レ
ッ
キ
（
米
国

司
教
協
議
会
国
際
正
義
と
平
和

委
員
会
事
務
局
長
）
の
報
告
会

で
す
。

　

髙
見
大
司
教
は
「
被
爆
マ
リ

ア
像
」
を
携
え
て
ロ
ー
マ
・
バ

チ
カ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
・
ゲ
ル
ニ

カ
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
の
平
和
巡
礼
を
映
像
（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
を
駆
使
し
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
三
末
司
教

と
の
連
名
の
ア
ピ
ー
ル
を
、「
被

爆
マ
リ
ア
像
」
に
感
動
す
る
パ

ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
に

手
渡
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
・
コ
レ
ッ
キ
は「
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
求
め
て
―

米
国
か
ら
の
展
望
」
と
題
し
て

報
告
。
核
兵
器
廃
絶
を
め
ぐ
る

ア
メ
リ
カ
の
現
状
を
、
ア
メ
リ

カ
国
民
は
核
兵
器
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
、
核
の
脅
威

に
対
し
て
な
に
を
行
っ
て
き
た

か
、
今
後
ど
ん
な
活
動
を
す
べ

き
か
を
順
を
追
っ
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

二
、「
韓
国
併
合
」
百
年

　

今
年
二
〇
一
〇
年
は
、
日
本

が
強
制
的
に
韓
国
を
「
併
合
」

し
た
一
九
一
〇
年
か
ら
、
百
年

を
数
え
ま
す
。
平
和
行
事
の

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
取
り
あ

げ
ま
し
た
。

　
「
写
真
展
」
を
行
事
期
間
中

広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
長
年「
日
韓
問
題
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
運
動

グ
ル
ー
プ
が
製
作
さ
れ
た
も
の

で
貴
重
な
写
真
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　

平
和
行
事
の
核
の
一
つ
で
あ

る
「
被
爆
証
言
」
を
聴
く
集
い

で
韓
国
人
被
爆
者
許
田
宋
文
さ

ん
が
証
言
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

Ｄｒ．コレッキ

髙見大司教

「韓国併合」百年　写真展

金森さん、田中さん、磯さん

平和行進
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平
和
記
念
公
園
の
原
爆
供
養

塔
前
で
の
「
祈
り
の
集
い
」
の

中
で
、
対
面
に
あ
る
韓
国
人
原

爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
日
本
聖
公

会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青
年

が
「
献
水
」
し
ま
し
た
。

　
「
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク
」
は
宇

品
港
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
宇
品
港
は
、
一
八
九
四
年

の
日
清
戦
争
以
来
、
日
本
が
朝

鮮
半
島
、
ア
ジ
ア
大
陸
、
太
平

洋
地
域
へ
軍
隊
を
派
遣
す
る
最

重
要
基
地
と
な
り
ま
し
た
。
宇

品
港
周
辺
の
軍
事
遺
跡
を
巡

り
、
近
代
日
本
の
戦
争
と
植
民

地
支
配
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ァ

ン
タ
・
釜
山
・
広
島
三
教
区
姉

妹
縁
組
十
周
年
に
、
ア
ジ
ア
の

教
会
と
の
責
任
あ
る
連
帯
を
め

ざ
す
広
島
教
区
に
と
っ
て
は
非

常
に
象
徴
的
な
価
値
を
も
つ
も

の
で
し
た
。

三
、
平
和
行
事
の
こ
れ
か
ら

　

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
来

日
の
翌
年
一
九
八
二
年
か
ら
日

本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
教

皇
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
「
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
」
を

始
め
ま
し
た
。
広
島
と
長
崎
の

事
実
と
戦
争
を
思
い
起
こ
す
の

に
適
し
た
八
月
六
日
か
ら
十
五

日
ま
で
の
十
日
間
で
す
。

　

広
島
教
区
の
平
和
行
事
は

「
平
和
旬
間
」
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
全
国
か
ら
司
教
を
は

じ
め
多
く
の
信
者
が
集
ま
り
ま

す
。
広
島
教
区
だ
け
の
行
事
と

し
て
で
は
な
く
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
全
体
の
視
点
か
ら

見
直
す
こ
と
も
興
味
深
い
こ
と

で
す
。

　

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
・

青
年
た
ち
が
平
和
体
験
学
習
・

巡
礼
の
た
め
に
広
島
に
や
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
豊
か
な
実
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

広
島
教
区
も
含
め
て
、
平
和
の

使
徒
と
し
て
働
く
次
の
世
代
を

育
て
て
い
く
努
力
を
さ
ら
に
強

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
和
記
念
公
園
原
爆
供
養
塔

前
の
「
祈
り
の
集
い
」、「
平
和

行
進
」、「
平
和
祈
願
ミ
サ
」
は

日
本
聖
公
会
と
の
合
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
が
、
他
の
キ
リ
ス
ト

者
の
グ
ル
ー
プ
へ
と
も
っ
と
輪

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
和
行
事
は
平
和
行
事
実
行

委
員
会
が
担
当
し
ま
す
が
、
委

員
会
の
刷
新
・
充
実
も
急
務
で

す
。
広
島
教
区
全
体
へ
の
拡
が

り
の
中
で
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
平
和
行
事
を
行
う
こ
と
の
意

味
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
行
事
に
つ
い
て
も
同

じ
で
す
が
、
そ
の
場
か
ぎ
り

の
「
打
ち
上
げ
花
火
」
に
終
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
注
意
を
怠
ら
な
い
こ
と
で

す
。
大
い
に
反
省
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
今
年
の
テ
ー
マ

「
Ｙ
ｅ
ｓ
！　

核
廃
絶
に
向
け

て
勇
気
あ
る
一
歩
を
！
」
を
わ

た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

日
常
の
社
会
生
活
の
中
で
ど
の

韓国人原爆犠牲者慰霊碑に「献水」

よ
う
に
継
続
し
具
体
化
し
て
い

く
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
実
の
社
会
の
動
き
の
中
で

具
体
的
な
決
断
を
す
る
こ
と
は

確
か
に
痛
み
を
と
も
な
う
困
難

な
作
業
で
す
が
、文
字
通
り「
勇

気
あ
る
一
歩
」
を
踏
み
出
す
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊　

　

ひ
と
り
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
質
問
。

「
教
会
の
中
で
変
わ
る
べ
き
も

の
は
？
」

　

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
答
え
た
。

「
あ
な
た
と
わ
た
し
！
」

教
区
平
和
推
進
チ
ー
ム
よ
り

Ｙ
ｅ
ｓ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

実
行
委
員
会
終
了

　

二
〇
一
〇
年
五
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
向
け
て
、
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
る
た
め
に
、
広
島
の
市
民
の
中

で
二
〇
〇
九
年
七
月
に
立
ち
あ
が
っ

た
Ｙ
ｅ
ｓ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委

員
会
は
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
を
読
む
絵
本
（
以
下
絵
本
）」

の
販
売
や
、
被
爆
者
の
方
々
を
中
心

に
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書

（
以
下
議
定
書
）」
へ
の
賛
同
署
名

を
集
め
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
実
行
委
員
会
発
足
以
来
、

広
島
教
区
内
で
も
、
絵
本
の
販
売
や

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
へ
の
協
力
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
広
島
教
区
平
和
推
進

チ
ー
ム
は
、
今
年
の
四
月
に
Ｙ
ｅ

ｓ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
活
動
に
協
力

す
る
こ
と
を
選
び
、
よ
り
積
極
的
に

そ
の
活
動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
五
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が

終
わ
り
、
実
行
委
員
会
は
六
月
末
を

も
っ
て
そ
の
活
動
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

絵
本
を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
興
味
を

持
っ
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
、
教
区
平
和
推
進
チ
ー
ム
か
ら
も

感
謝
致
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
立
ち
あ
が
っ
た
当

初
、
議
定
書
へ
の
賛
同
署
名
は
全
国

で
三
百
六
十
五
で
し
た
が
、
今
年
の

六
月
二
十
五
日
に
は
千
百
六
十
六
の

賛
同
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
全
国

を
回
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
役
割
は

大
き
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
絵
本
も
一
万
七
千
冊
を
完
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
行
委
員

が
外
務
省
に
出
向
き
、
副
大
臣
に
申

し
出
を
し
た
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
で
、
議
定
書
の
存
在
と
市
民
活

動
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

核
兵
器
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
は
今

後
も
様
々
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
様
の
お
祈
り
と
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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広
島
教
区
青
少
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

広
島
教
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
青
少
年
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ

れ
て
い
る
。そ
の
中
か
ら
、八
月
に
行
わ
れ
る
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
広

島
教
区
練
成
会
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
訪
問
」「
日
韓
カ
ト

リ
ッ
ク
青
少
年
の
集
い
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

フィリピン・インファンタ訪問

第 １ 回 １ ９ ８ ３ 年 ～ 第 １ １ 回
２００３年は水

スジョン

晶教会（釜山教区）
と、第１２回２００６年からは南

ナムチョン

川
聖堂（釜山教区カテドラル）と交流
開催は次のとおり ( 日本人の参加数）
1）    １９８３年 韓国 （３９名）
2）    １９８５年 日本 （６８名）
3）    １９８７年 韓国 （６８名）
4）    １９８９年 日本 （１１８名）
5）    １９９１年 韓国 （１０１名）
6）    １９９３年 日本 （６２名）
7）    １９９５年 韓国 （５５名）
8）    １９９７年 日本 （６６名）
9）    １９９９年 韓国 （６７名）
10）２００１年 日本 （１０９名）
11）２００３年 韓国 （３５名）
12）２００６年 日本 （７５名）
13）２００８年 韓国 （５３名）
14）２０１０年 日本 （４９名）

日韓カトリック青少年の集い
　
「
一
番
近
く
て
遠

い
国
、
そ
し
て
、
過

去
に
不
幸
を
与
え
た

韓
国
と
信
仰
を
通
し

て
新
し
い
友
好
の
交

流
を
図
り
た
い
」「
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け

さ
せ
、
青
少
年
を
大

き
く
育
て
た
い
」
と

い
う
趣
旨
で
発
足
し

た
。
開
催
は
、
二
年

ご
と
、
場
所
は
広
島

教
区
・
釜
山
教
区
交

互
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

今
回
で
十
四
回
目

（
八
月
九
日
～
十
二

日
、
南
ナ
ム
チ
ョ
ン川
聖
堂
と
は

三
回
目
）
の
日
韓
カ

【お問合せ】
　山口島根地区事務局
　TEL 083-924-2931

　

二
〇
〇
四
年
の
夏
に

初
め
て
広
島
教
区
か
ら

高
校
生
四
名
と
荻
神

父
、
野
中
神
父
が
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
教
区
を
訪
問

し
て
以
来
、
毎
年
八
月

に
広
島
教
区
の
中
・
高

校
生
、
大
学
生
達
が
イ

ン
フ
ァ
ン
タ
を
訪
問
し

て
い
る
。　

　

二
〇
〇
四
年
十
一
月

に
は
大
洪
水
が
あ
っ
た

イ
ン
フ
ァ
ン
タ
で
あ
る

が
、
復
興
の
途
上
に

あ
っ
て
も
、
い
つ
も
私

達
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人

達
に
、
訪
問
す
る
学
生

達
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
や
、
物

質
的
豊
か
さ
の
中
で
私

ト
リ
ッ
ク
青
少
年
の
集
い
（
旧

名
称
は
日
韓
合
同
キ
ャ
ン
プ
）

は
、
山
口
県
徳
地
と
広
島
市
で

行
わ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
平
和
」、
主
に
原
爆
と
原
爆
の

被
害
を
受
け
な
が
ら
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
精
神
で
多
く
の
被

害
者
を
救
い
、
支
え
と
な
っ
た

永
井
隆
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
、
日
韓
の
中
高
生
七
十
名
が

広
島
の
平
和
公
園
で
原
爆
慰
霊

碑
な
ど
を
周
り
、
祈
り
や
折
り

鶴
を
奉
納
し
、
ま
た
、
原
爆
資

料
館
で
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
当

時
の
広
島
の
惨
状
を
見
て
、
改

め
て
原
爆
（
核
兵
器
）
の
恐
ろ

し
さ
を
体
験
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
未
来

に
平
和
を
伝
え
る
た
め
に
、
各

グ
ル
ー
プ
で
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
平
和
宣
言
文
を
書
き
入
れ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
、
山
口

サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で
の
派
遣

ミ
サ
の
奉
納
で
捧
げ
、
無
事
に

交
流
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

今
後
の
課
題

　

日
本
側
の
参
加
者
が
減
少
し

て
い
る
。
若
い
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
や
人
材
不
足
も
あ
り
、
こ
の

ま
ま
今
の
状
態
で
交
流
を
続
け

る
に
は
無
理
が
あ
る
。
あ
と
、

時
期
的
な
こ
と
や
場
所
、
広
島

教
区
で
司
牧
を
し
て
い
る
釜
山

教
区
の
司
祭
と

の
連
携
し
、
小

規
模
な
交
流
で

も
よ
い
の
で
、

続
け
て
い
き
た

い
と
思
う
。

達
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
心

の
豊
か
さ
、
神
様
の
愛
へ
の
感

謝
等
を
思
い
出
し
て
、
皆
大
き

く
成
長
し
て
い
る
。

　

滞
在
は
、
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
教

区
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ナ
カ
ル
と
い

う
町
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
、ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

ナ
カ
ル
の
カ
ル
メ
ル
高
校
を
訪

問
し
、
高
校
生
達
に
よ
る
歓
迎

会
や
交
流
会
、
一
緒
に
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
年
に

よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ

ヤ
ー
等
も
あ
っ
て
交
流
を
深
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
近
隣
の
地
域
の
教
会

や
修
道
会
の
訪
問
、
女
性
の
自

立
支
援
手
工
業
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
大
洪
水
で
耕
作
不
能
に

な
っ
た
田
畑
の
復
興
の
た
め
の

バ
イ
オ
農
業
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
建
設
さ
れ
た
避
難
村
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
村
の
見
学
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

　

今
年
は
初
め
て
も
う
一
つ
の

姉
妹
教
区
韓
国
釜
山
教
区
か
ら

も
、
司
祭
一
名
、
助
祭
二
名
、

神
学
生
五
名
が
参
加
し
、
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
で
三
姉
妹
教
区
が
出

会
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
通

し
て
の
ア
ジ
ア
の
平
和
へ
の
使

命
に
つ
い
て
分
か
ち
合
い
が
も

た
れ
た
。
広
島
、
イ
ン
フ
ァ
ン

タ
、
釜
山
の
学
生
達
が
一
緒
に

過
ご
し
た
一
週
間
は
参
加
者
皆

に
と
っ
て
大
変
思
い
出
深
い
も

の
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
三
姉

妹
教
区
、
ア
ジ
ア
の
共
同
へ
の

出
発
点
と
な
っ
た
と
感
じ
た
。

　

普
段
私
達
が
日
本
で
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
便
利
な
生
活
を

享
受
し
て
い
る
が
、
電
気
や
水

道
も
ま
ま
ら
な
い
生
活
を
し
て

い
て
も
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
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歩み（男女合同になってから） 
　１９９６年 　ノートルダム清心女子大学
　　　　　　　一宮校舎（岡山・鳥取地区） 
　１９９７年 　祇園教会（広島地区） 
　１９９８年 　山口教会（山口・島根地区）
　１９９９年 　福山教会（広島地区） 
　２０００年 　松江教会（伯雲ブロック）
　２００１年 　向原教会（広島地区）  
　２００２年 　笠岡教会（岡山・鳥取地区） 
　２００３年 　翠町教会（広島地区）  
　２００４年 　細江教会（山口・島根地区） 
　２００５年 　岡山教会（岡山・鳥取地区） 
　２００６年 　米子教会（伯雲ブロック） 
　２００７年 　東広島教会（広島地区）  
　２００８年 　萩教会（山口・島根地区）
　２００９年 　倉敷教会（岡山・鳥取地区）
　２０１０年 　観音町教会（広島地区） 

　

練
成
会
は
、
お
よ

そ
五
十
年
前
く
ら
い

前
、
邦
人
司
祭
が
ま

だ
少
な
か
っ
た
時

代
、
司
祭
・
修
道
者

と
い
う
の
は
外
国
人

の
こ
と
だ
と
思
い
が

ち
な
子
ど
も
た
ち
へ

司
祭
・
修
道
者
の
召

命
を
育
む
た
め
に
始

め
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
「
召
命

練
成
会
」
と
い
う
名

称
で
、
男
女
別
に
行

わ
れ
て
い
た
。
最
終

日
に
、
カ
テ
ド
ラ
ル

に
男
女
の
参
加
者
全

員
が
集
い
、
感
謝
の
ミ
サ
を
司

教
と
共
に
献
げ
て
い
た
。

　

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
男
女
合

同
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

司
祭
・
修
道
者
・
神
学
生
・
ノ

ビ
ス
た
ち
が
一
緒
に
準
備
を
し

て
い
る
。
特
に
神
学
生
に
と
っ

て
、
自
分
の
養
成
の
場
で
も
あ

り
、
中
心
に
な
っ
て
準
備
し
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
こ
と
を
学
ぶ

場
で
も
あ
る
。

  

近
年
は
青
年
や
高
校
生
に
も

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
て
も

ら
い
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
練
成
会
は
、
広
く
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
の
「
召
命
」

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い

る
。
神
学
生
、
司
祭
、
修
道
者

を
中
心
に
準
備
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
小
教
区
だ
け
で
は
難

し
く
な
っ
て
い
る
中
学
生
た
ち

の
夏
の
行
事
と
し
て
、
小
教
区

を
越
え
て
多
く
の
仲
間
と
集
え

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

  

練
成
会
の
参
加
者
は
小
学
五

年
生
～
中
学
三
年
生
。
八
月
に

二
泊
三
日
で
行
わ
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
様
々
な
地
方
か
ら

も
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
毎
年

三
つ
の
地
区
を
廻
る
よ
う
に
会

場
を
選
ん
で
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
の
練
成
会
は
、

八
月
四
日
～
六
日
に
か
け
て
、

「
平
和
行
事
初
体
験
！
‐
神
さ

ま
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て

‐
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ

た
。

　

例
年
の
平
和
行
事
に
、
教
区

外
か
ら
の
小
中
学
生
の
参
加
は

目
立
つ
の
に
、
広
島
教
区
の
小

中
学
生
が
少
な
い
と
い
う
声
に

応
え
て
、
平
和
行
事
に
参
加
す

る
練
成
会
を
計
画
し
た
。

　

今
年
は
特
に
猛
暑
で
、
水
分

の
補
給
や
移
動
手
段
な
ど
気
を

広島教区練成会 日韓カトリック青少年の集い
　
「
一
番
近
く
て
遠

い
国
、
そ
し
て
、
過

去
に
不
幸
を
与
え
た

韓
国
と
信
仰
を
通
し

て
新
し
い
友
好
の
交

流
を
図
り
た
い
」「
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け

さ
せ
、
青
少
年
を
大

き
く
育
て
た
い
」
と

い
う
趣
旨
で
発
足
し

た
。
開
催
は
、
二
年

ご
と
、
場
所
は
広
島

教
区
・
釜
山
教
区
交

互
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

今
回
で
十
四
回
目

（
八
月
九
日
～
十
二

日
、
南

ナ
ム
チ
ョ
ン川
聖
堂
と
は

三
回
目
）
の
日
韓
カ

遣
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

が
、
こ
の
平
和
行
事
の
体
験
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

練
成
会
は
、
普
段
の
小
教
区

で
の
キ
ャ
ン
プ
等
と
は
違
い
、

多
く
の
神
父
や
シ
ス
タ
ー
、
そ

【お問合せ】
　担当司祭　野中神父（倉敷教会 ）
　TEL 086-422-0680

【お問合せ】
　担当司祭　荻神父（岡山教会） 
　TEL 086-222-4093

し
て
神
学
生
が

参
加
す
る
。
そ

こ
で
多
く
の
触

れ
合
い
を
通
し

て
、
自
分
自
身

の
召
命
を
考
え

る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
願
っ

て
い
る
。

ト
リ
ッ
ク
青
少
年
の
集
い
（
旧

名
称
は
日
韓
合
同
キ
ャ
ン
プ
）

は
、
山
口
県
徳
地
と
広
島
市
で

行
わ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
平
和
」、
主
に
原
爆
と
原
爆
の

被
害
を
受
け
な
が
ら
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
精
神
で
多
く
の
被

害
者
を
救
い
、
支
え
と
な
っ
た

永
井
隆
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
、
日
韓
の
中
高
生
七
十
名
が

広
島
の
平
和
公
園
で
原
爆
慰
霊

碑
な
ど
を
周
り
、
祈
り
や
折
り

鶴
を
奉
納
し
、
ま
た
、
原
爆
資

料
館
で
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
当

時
の
広
島
の
惨
状
を
見
て
、
改

め
て
原
爆
（
核
兵
器
）
の
恐
ろ

し
さ
を
体
験
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
未
来

に
平
和
を
伝
え
る
た
め
に
、
各

達
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
心

の
豊
か
さ
、
神
様
の
愛
へ
の
感

謝
等
を
思
い
出
し
て
、
皆
大
き

く
成
長
し
て
い
る
。

　

滞
在
は
、
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
教

区
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ナ
カ
ル
と
い

う
町
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
、ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

ナ
カ
ル
の
カ
ル
メ
ル
高
校
を
訪

問
し
、
高
校
生
達
に
よ
る
歓
迎

会
や
交
流
会
、
一
緒
に
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
年
に

よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ

ヤ
ー
等
も
あ
っ
て
交
流
を
深
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
近
隣
の
地
域
の
教
会

や
修
道
会
の
訪
問
、
女
性
の
自

立
支
援
手
工
業
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
大
洪
水
で
耕
作
不
能
に

な
っ
た
田
畑
の
復
興
の
た
め
の

バ
イ
オ
農
業
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
建
設
さ
れ
た
避
難
村
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
村
の
見
学
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

　

今
年
は
初
め
て
も
う
一
つ
の

姉
妹
教
区
韓
国
釜
山
教
区
か
ら

も
、
司
祭
一
名
、
助
祭
二
名
、

神
学
生
五
名
が
参
加
し
、
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
で
三
姉
妹
教
区
が
出

会
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
通

し
て
の
ア
ジ
ア
の
平
和
へ
の
使

命
に
つ
い
て
分
か
ち
合
い
が
も

た
れ
た
。
広
島
、
イ
ン
フ
ァ
ン

タ
、
釜
山
の
学
生
達
が
一
緒
に

過
ご
し
た
一
週
間
は
参
加
者
皆

に
と
っ
て
大
変
思
い
出
深
い
も

の
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
三
姉

妹
教
区
、
ア
ジ
ア
の
共
同
へ
の

出
発
点
と
な
っ
た
と
感
じ
た
。

　

普
段
私
達
が
日
本
で
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
便
利
な
生
活
を

享
受
し
て
い
る
が
、
電
気
や
水

道
も
ま
ま
ら
な
い
生
活
を
し
て

い
て
も
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
イ

ン
フ
ァ
ン
タ
の

学
生
達
と
共
に

過
ご
す
日
々

は
、
日
本
の

学
生
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
本

当
に
貴
重
な
体

験
に
な
る
と
思

う
。
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先
月
、
各
教
会
・
各
推
進

チ
ー
ム
代
表
（
平
和
、
き
ょ
う

ど
う
、
養
成
）
十
数
名
が
寄
り

集
い
、
分
か
ち
合
い
の
機
会
を

持
っ
た
（
地
区
宣
教
司
牧
評
議

会
、
十
月
十
七
日
）。
宣
教
と

司
牧
に
関
す
る
司
教
宣
言
（
司

教
宣
言
二
〇
〇
六
）
以
後
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
歩
ん
で
い
こ
う
と
す

る
の
か
、
分
か
ち
合
う
、
実
り

多
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
司
教

宣
言
の
精
神
・
方
向
性
を
し
っ

か
り
つ
か
ん
で
、
共
同
体
の
中

で
、
共
同
体
を
通
し
て
、
平
和

の
使
徒
と
し
て
働
く
召
命
を
生

き
て
い
こ
う
と
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
具
体
的
な
歩
み
と
し

て
、㈠
司
教
宣
言
の
大
黒
柱（
平

和
・
養
成
・
外
国
人
と
の
共
生
）

を
体
験
的
に
生
き
る
場
や
時
を

積
極
的
に
創
り
、
㈡
教
会
間
の

交
流
、
協
働
を
も
っ
と
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
と
確

認
し
あ
っ
た
。き
ょ
う
ど
う（
共

同
、
協
同
、
協
働
）
の
根
底
に

流
れ
る
も
の
は
、
い
と
大
い
な

る
方
の
霊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
㈢
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
養
成
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

FIR
ST FILIPIN

O
'S 

C
O

M
M

U
N

ITIES 

開
催

　

十
月
三
日
（
日
）
山
口
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

山
口
・
島
根
地
区
第
一
回
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
集
い
が
行
わ
れ

た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
八
十
名

近
く
が
参
集
。
当
日
の
テ
ー
マ

は
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
の
た
め
に
」。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ス
テ
ィ
ー
ブ

神
父
様
に
よ
る
お
話
と
ミ
サ
、

父
親
、
母
親
、
子
ど
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
体
験
談
↓

広 

島 

地 

区

　
セ
ン
タ
ー
で
「
韓
国
併
合
条
約

は
無
効
だ
っ
た
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
●
今
年
は

日
本
が
韓
国
を
強
制
併
合
し
て

百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
日

本
が
韓
国
と
国
交
を
回
復
し

た
一
九
六
五
年
、
日
本
は
植

民
地
支
配
を
「
正
当
か
つ
合

法
」
と
主
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
九
十
五
年
の
村
山
談
話
に

よ
っ
て
「
不
当
だ
っ
た
が
合

法
」
と
い
う
立
場
に
変
わ
り
ま

し
た
。
支
配
し
た
こ
と
は
良
く

な
か
っ
た
と
、
よ
う
や
く
認
め

た
の
で
す
。
●
条
約
が
有
効
か

無
効
か
の
本
格
的
な
議
論
が
始

ま
っ
た
の
は
一
九
九
八
年
で
、

実
は
最
近
の
こ
と
な
の
で
す
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
〇
七
ま
で
国

際
会
議
も
開
か
れ
て
、
歴
史

学
・
国
際
法
学
の
観
点
か
ら
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
●
学

説
と
し
て
有
効
・
無
効
の
い
ず

れ
か
が
定
説
と
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
後
の
研
究
成
果

な
ど
に
よ
り
、
無
効
説
が
説
得

力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
●
こ
の
よ
う
な
議
論
に

つ
い
て
、「
今
さ
ら
無
効
だ
っ

た
と
解
っ
て
も
、
何
の
意
味
が

あ
る
の
か
？
」
と
い
う
人
も
い

ま
す
が
、
事
実
と
い
う
も
の
は

き
ち
ん
と
認
識
さ
れ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
人

の
多
く
は
植
民
地
支
配
を
不
当

だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
当
時
の
日
本
は
国
際

法
の
定
め
に
反
し
て
ま
で
も
、

朝
鮮
を
日
本
の
も
の
に
し
て
お

き
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
●
日
清
戦
争
も
日
本
軍
の

王
宮
占
拠
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

し
、
日
本
の
意
に
沿
わ
な
い
王

妃
も
虐
殺
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
強
圧
的
な
行
動
の
一
つ

に
、
日
韓
議
定
書
か
ら
併
合
条

約
ま
で
の
強
制
が
あ
っ
た
の
で

す
。「
第
二
次
日
韓
協
約
」
で

は
伊
藤
博
文
は
王
宮
に
軍
隊
を

率
い
て
、
締
結
を
迫
り
、
拒
む

大
臣
に
「
駄
々
を
こ
ね
る
な
ら

殺
っ
て
し
ま
う
」
と
恫
喝
し
ま

し
た
。
●
こ
の
よ
う
な
史
実
を

前
に
未
だ
に
「
合
法
」
と
言
い

続
け
、
個
人
補
償
か
ら
逃
避
す

る
日
本
政
府
に
、
主
権
者
の
私

た
ち
も
責
任
の
一
端
が
あ
り
ま

す
。（

細
江
教
会
・
廣
崎
リ
ュ
ウ
）

海
峡
か
ら
の
風
20

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
区
便
り

岡山・鳥取地区

山
口
・
島
根
地
区

　司祭叙階金祝（50 年）ミサを 9 月 23 日、現赴任地の
岡山教会で行い、長年の神父様のご奉仕に心から感謝し一
緒にその歓びに浸りました。遠方は北海道・福岡など全国
各地から五百人を超す参列者が駆けつけ、聖堂から溢れ、

中庭やホールに大型テレビを備えてのミサとなりました。
　神父様は 1926 年福山市生まれ、1945 年 8 月 7 日入
市被爆、1947 年長束修道院にて受洗。1952 年東京カ
トリック大神学院入学、1961 年広島にて司祭叙階、以
後各地の小教区、神学院指導司祭・院長、広島地区地区長、
司教総代理をされました。教え子の神学生は百人を超える
とか。「神様に選ばれたから神様がよいようにして下さる、
と信頼して仕事をしている。自分の置かれた場所が神様か
ら与えられた場所だと思っています」。腰を低くして申さ
れます。これからもますますお元気で私たちを導いて下さ
いますよう、お願いいたします。

「早
はやぞえ

副神父さま、ありがとう！」
（岡山教会信徒代表　濱口直樹）
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広
島
教
区
の
施
設

⑨

松
徳
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

　

松
徳
学
院
は
松
江
市
南
部
、
市
内

を
見
晴
ら
す
床
几
山
の
南
麓
に
あ
り

ま
す
。
周
囲
は
閑
静
な
住
宅
地
で
、

緑
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
中
学
高

校
の
六
学
年
男
女
三
百
五
十
人
余
り

が
元
気
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

松
江
市
が
国
際
文
化
観
光
都
市
を

宣
言
し
た
昭
和
三
十
年
に
女
子
中
学

高
等
学
校
を
誘
致
し
て
以
来
五
十
五

年
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

男
女
共
学
と
し
て
再
出
発
し
て
六

年
、
現
在
は
凡
そ
七
割
が
女
子
、
三

割
が
男
子
で
す
。

　

設
立
母
体
は
ス
ペ
イ
ン
発
祥
で
本

部
を
ロ
ー
マ
に
置
く
教
育
修
道
会
の

イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
で
す
。
今
年
十
月

に
は
創
立
者
カ
ン
デ
ィ
ダ
・
マ
リ
ア

が
聖
人
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
世

界
の
姉
妹
校
で

祝
賀
行
事
が
あ

り
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
で
は
台
湾
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
に

姉
妹
校
が
あ
り
、

本
校
と
は
交
流

学
習
を
通
し
て

連
帯
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

男
女
共
学
化

に
伴
い
、
部
活

動
の
振
興
に
も

力
点
を
置
き
ま

し
た
。
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
男
女
空
手
道
、

男
女
卓
球
の
体
育
系
部
活
動
で
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
、
県
代
表
と

し
て
中
国
地
区
あ
る
い
は
全
国
大

会
に
連
続
出
場
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
高
校
総
体
で
は
中
小
規
模

校
の
部
門
で
、
三
年
連
続
で
男
女

総
合
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
文
科
系
で
は
合
唱
・
吹

奏
楽
が
小
編
成
な
が
ら
レ
ベ
ル
が

高
く
、ま
た
茶
道
や
邦
楽
（
筝
曲
・

三
味
線
）
が
ユ
ニ
ー
ク
な
部
と
し

て
学
校
内
外
の
文
化
的
行
事
に
積

極
的
に
参
加
・
貢
献
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
活
性
化
は
学
校
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
学
業
・
進

学
面
で
も
国
公
立
大
学
や
難
関
私

立
大
学
へ
の
合
格
者
が
着
実
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

学
校
六
日
制
に
戻
し
て
六
年

目
で
す
。
中
学
で
は
一
週
間
に

三
十
五
時
間
の
授
業
と
放
課
後
学

習
（
グ
ル
ー
プ
別
補
習
）
を
通
し

て
、
先
取
り
学
習
を
す
る
と
同
時

に
、「
学
び
直
し
」
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
は
き
め
細
や
か
に

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
高

校
の
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス

は
週
三
十
九
時
間
で
高
進

度
の
授
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
耐
震
補
強
工
事

を
完
了
し
安
全
安
心
な
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
創
立

者
の
列
聖
を
祝
う
こ
と
が

で
き
た
喜
び
を
元
に
、
こ

れ
か
ら
の
十
年
を
見
通
し

て
更
に
刷
新
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

南
米
出
身
の
信
徒
と
関
わ
っ
て
早
や
十
八
年
②

三
原
教
会　

ア
ル
ナ
ル
ド
・
ネ
グ
リ
神
父

　

前
号
で
述
べ
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
日
系
南
米
出
身
信
徒

の
親
世
代
の
信
仰
は
確
固
と
し

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
せ
っ
か

く
子
ど
も
に
幼
児
洗
礼
を
授
け

て
も
ら
っ
て
も
そ
の
後
の
信
仰

教
育
を
施
さ
な
い
。
そ
こ
で
、

私
は
子
ど
も
世
代
に
信
仰
を
根

づ
か
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ

と
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
日
曜
学

校
に
子
ど
も
た
ち
を
誘
っ
た
が

長
続
き
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

子
ど
も
た
ち
を
惹
き
寄
せ
る
の

に
「
遊
び
」
か
ら
始
め
て
み

た
。
も
よ
り
の
公
園
で
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
・
動
物
園
・
キ
ャ
ン

プ
・
ス
ケ
ー
ト
、
ス
キ
ー
や
雪

山
・
海
や
プ
ー
ル
・
ピ
ク
ニ
ッ

ク
・
遠
く
の
大
き
な
公
園
な
ど
、

季
節
に
合
わ
せ
て
の
遊
び
が
子

ど
も
た
ち
は
大
好
き
だ
。
た
っ

ぷ
り
遊
ん
だ
ら
教
会
に
戻
っ
て

く
る
。
そ
し
て
神
様
や
聖
書
の

お
勉
強
を
し
、
ご
ミ
サ
で
締
め

く
く
っ
て
き
た
。

　

ち
ょ
う
ど
二
〇
〇
二
年
か
ら

土
曜
日
も
学
校
が
全
休
に
な
っ

た
か
ら
こ
の
方
法
は
成
功
し

た
。
シ
ス
タ
ー
春
日
が
い
つ
も

手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
。
両
親
が

仕
事
に
出
て
家
に
残
っ
た
子
ど

も
た
ち
を
車
で
迎
え
に
行
き
、

ご
ミ
サ
の
後
は
必
ず
ま
た
家
ま

で
遠
く
送
り
届
け
て
く
れ
た
日

本
人
信
徒
さ
ん
達
の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
教
会
に
馴
染
ん
で

受
洗
や
初
聖
体
の
お
恵
み
に

与
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
中
・
高

校
生
に
な
る
と
部
活
な
ど
で
教

会
か
ら
再
び
遠
の
く
傾
向
が
気

が
か
り
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
を

教
会
に
来
さ
せ
る
協
力
を
も
っ

と
両
親
に
し
て
も
ら
う
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
な
ど
の
課

題
が
今
も
尽
き
な
い
。

山
陰
唯
一
の

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

　

中
で
も
、
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
、
新
興
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
が
就
職
の
世
話
を
し
て

く
れ
る
か
ら
な
ど
の
理
由
で
カ

ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
そ
こ
に
流
れ

て
い
る
実
状
を
私
は
憂
慮
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
両
親
た
ち
が
決
し
て
信
仰
に

つ
ま
ず
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
や
っ
と
教
会
に
通
い
始

め
た
人
が
維
持
費
や
高
い
結
婚

式
・
葬
儀
の
費
用
を
求
め
ら
れ

払
い
き
れ
な
い
恥
ず
か
し
さ
で

教
会
か
ら
遠
の
く
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。

　

両
親
と
子
ど
も
た
ち
、
揃
っ

て
安
心
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
の
笑

顔
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
！
（
完
）

の
発
表
、
い
ず
れ
も
感
銘
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　

有
志
に
よ
る
手
作
り
カ
レ
ー

ほ
か
の
ご
ち
そ
う
を
い
た
だ

き
、
ゲ
ー
ム
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ

り
、
そ
れ
に
カ
ン
ガ
ス
神
父
様

お
得
意
の
マ
ジ
ッ
ク
あ
り
と
楽

し
い
一
時
を
過
ご
せ
た
こ
と
に

感
謝
。

　
「See you soon

」
と
次
回

を
約
束
し
て
帰
宅
し
た
。
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十
月
九
日
か
ら
十
日
、
北
海

道
・
支
笏
湖
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

で
「
第
十
九
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
札
幌
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、

百
八
名
。全
国
各
地
か
ら
青
年
、

聖
職
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
タ
ア
タ

ア
ン
ワ
」。
ア
イ
ヌ
語
で
「
こ

こ
に
い
る
」と
い
う
意
味
で
す
。

　

北
海
道
の
大
自
然
の
中
で
、

自
然
を
感
じ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

班
ご
と
の
分
か
ち
合
い
を
行
い

ま
し
た
。
班
ご
と
に
一
時
間
ほ

ど
か
け
て
湖
の
周
辺
を
散
策
し

ま
し
た
。
大
会
の
日
は
、
あ
い

に
く
の
お
天
気
で
雨
の
支
笏
湖

で
し
た
が
、
そ
の
雄
大
さ
に
は

心
が
和
み
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
気
に
入
っ
た
落
ち
葉
を

拾
っ
て
し
お
り
に
し
て
も
ら
う

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
も
て
な

し
の
心
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

分
か
ち
合
い
で
は
、
テ
ー
マ

の
「
こ
こ
に
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
中
心
に
お
互
い
の
経
験
や

意
見
を
話
し
ま
し
た
。「
神
様

が
こ
こ
に
い
る
と
感
じ
た
こ

と
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い

う
質
問
は
、
各
々
の
経
験
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

　

み
ん
な
で
食
べ
る
食
事
も
食

事
係
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
生
懸
命

作
っ
て
く
れ
た
北
海
道
の
味
覚

が
満
載
で
し
た
。

　

今
回
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
と
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
神

様
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
す
良

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
神
様
が
「
こ
こ
に
い
る
～

タ
ア
タ
ア
ン
ワ
～
」
と
た
く
さ

ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
毎
年
二
回
開
催
さ
れ
る
全

国
の
青
年
の
集
い
で
す
。
次

回
（
来
年
二
月
）
は
横
浜
教
区

が
会
場
に
な
り
ま
す
。
全
国
の

青
年
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
、
広
島
教
区
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
青
年
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
幟
町
教
会
・
西
川　

葉
）

　

広
島
地
区
青
年
会
で
は
、
九

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
、

一
泊
二
日
の
日
程
で
青
年
初
の

黙
想
会
を
行
い
ま
し
た
。
長
束

黙
想
の
家
で
行
っ
た
今
回
の
黙

想
会
、
テ
ー
マ
は
「
ニ
ケ
ア
・

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
信
条

を
考
え
る
」
で
す
。
三
宅
秀
和

神
父
様
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の
ご

指
導
の
も
と
、
教
会
に
集
う
私

た
ち
が
信
じ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
は
具
体
的
に
何
な
の
か
を
こ

の
ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
信
条
を
通
し
て
学

び
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
信
仰

生
活
の
土
台
に
し
て
い
け
れ
ば

と
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
ま
し

た
。

　

三
宅
神
父
様
の
お
話
は
、
ニ

ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
信
条
の
時
代
か
ら
現
在
の
教

会
の
教
え
ま
で
の
大
き
な
歴
史

を
追
い
、
そ
の
中
で
も
特
に
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
内
容
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が

い
か
に
革
新
的
な
会
議
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が

祈
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
地
区
青
年
会
と
し
て
活

動
を
始
め
て
、
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
地
区
青
年
会
で
は
色
々

な
こ
と
を
考
え
て
行
事
の
企
画

を
し
て
い
ま
す
。
黙
想
会
と
い

う
と
ま
じ
め
な
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
今
回
は
、
忙
し
い
毎
日
の

中
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
自
分
自

身
を
考
え
る
こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
八
名
。
少

し
寂
し
い
気
も
し
ま
し
た
が
、

各
々
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

黙
想
会
に
初
め
て
参
加
す
る
青

年
も
い
ま
し
た
が
、
神
父
様
の

お
話
も
親
し
み
や
す
く
、
シ
ス

タ
ー
や
修
道
院
の
神
父
様
方
に

も
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
活
動

広
島
地
区
青
年
黙
想
会

第
十
九
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
札
幌

　

私
が
担
当
し
て
い
る
六
ペ
ー

ジ
の
連
載
記
事
の
「
海
峡
か
ら

の
風
」
が
今
号
で
二
十
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
教
区
内
の
方
々

を
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
私

は
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
方
な

の
だ
ろ
う
、
と
常
々
思
っ
て
い

ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
は
何
十
回

と
交
信
し
て
い
る
の
で
す
が
。

　

先
日
よ
う
や
く
願
い
が
か
な

い
、
服
部
編
集
長
を
は
じ
め
、

編
集
担
当
の
皆
さ
ん
と
下
関
へ

行
き
、
本
物
の
「
海
峡
」
を
見

な
が
ら
「
海
峡
か
ら
の
風
」
の

今
後
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
ま

し
た
。
筆
者
の
廣
崎
さ
ん
が
経

営
す
る
お
店
の
美
味
し
い
料
理

を
い
た
だ
き
な
が
ら
・
・
・
。

　

廣
崎
さ
ん
に
は
初
め
て
お
目

に
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
旧

知
の
人
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
実
際
に
お
会
い
す
る
こ
と

で
メ
ー
ル
で
は
全
く
分
か
ら
な

か
っ
た
お
人
柄
や
考
え
方
も
分

か
り
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な

世
界
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
に

会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。「
海
峡

か
ら
の
風
」
が
ど
う
変
わ
る
の

か
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
Ｙ
）

講話のようす


